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1 はじめに

現在のインタネットの経路制御の仕組みは、一つの

経路で通信を行う仕組みである。これは複数の経路を

使用する nチャネルの仕組みに適していない。そこで

本研究では nチャネル通信の経路制御について考え、

FreeBSDの jailとVimageというものを用いて、複数

の仮想ルータを作成し、nチャネルメッセージ伝送方

式を検証できる仮想環境の構築を目的とする。

2 nチャネルメッセージ伝送方式

nチャネルメッセージ伝送方式は、n本の経路を使

用して通信を行う方式である。nチャネルメッセージ

伝送方式は、鍵や第三者機関を必要と市内で通信を行

うことができる。nチャネルメッセージ伝送方式によ

る通信は経路を複数使用するため経路制御というもの

を用いる。

図 1: nチャネルメッセージ伝送方式

3 経路制御
通常の通信はルータでは自動的に最短の経路で通

信を行ってしまう。そこで経路制御のソースルーティ

ングというものを用いる。ソースルーティングは、パ

ケットの通過経路を送信者が指定できるというもので

ある。図２に書いている経路制御の例では、赤は通常

の通信で最短経路を通っており、青と緑はソースルー

ティングによりこちらで選択した経路を通っている。

ソースルーティングを用いることによって n本の経路

を用いる nチャネルメッセージ伝送方式の通信を実現

できる、この方式を用いて検証を行う。

図 2: 経路制御

4 FreeBSDを用いた提案方法
OSの FreeBSDを用いて nチャネルメッセージ伝送

方式を行う環境の作成を行う。

これは FreeBSDの機能の jailと Vimageというもの

を用いる。

jailは、FreeBSDの中にFreeBSDを作成するといっ

た仮想的な環境を構築するものである。

Vimageは、各々の jail環境で個別のネットワーク

を持てるようにするものである。

FreeBSDの confの編集を行い Vimageを使用できる

ようにし、jailにより仮想的な検証環境の構築を行っ

た。現段階では、４つの仮想ルータでネットワークの

構築を行った。

図 3: jail・Vimage

5 まとめ
今後の課題として、jailで作成する仮想ルータの数

を 1000個ほどに増やし大規模なネットワーク上で n

チャネルメッセージ伝送方式の検証を行う。現状では

Vimageで各々の仮想ルータの設定をするときに自動

化できていないので、自動化ができるように実装を

行う。


